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1 .在日男で訂正死亡率が最も高いのは肝癌 (10万人対68.9)，次いで肺 (44. 1)，胃 (42.8)，大腸 (13.6) ，
食道(10.7)，女は胃 (17.4)，肝 (12.3) ，子宮(11.8)，肺 (10.8)，大腸 (7.1 )の順になった。日本人
より有意に高率であった部位は，男の食道(死亡率比1.5)，肝 (3.0)，肺(1.6) で，女では肝(1.9) で







者は73.4%)，日本人 (57.1%)，韓国人 (15.8%) の順になった。 3 合以上の大量飲酒者は，在日 28.9% ，
日本人13.3%，韓国人9.0%であった。韓国人女は飲酒者率，喫煙者率とも極めて低かったが，在日女は
日本人女と同程度になった。在日の初産時年齢は日本人に比べ約 5 歳若くなった。在日の食生活パター
ンは，本国より日本人に近似していた。
[総括]
在日の食道癌は日本人と比べ死亡率の性差が大きく，在日男で飲酒・喫煙率が高いことによるものと
考えた。在日の胃がんは韓国に比べリスクが低く，逆に大腸がんではリスクは高くなっていた。これら
は，食生活の西欧化によるものと推定した。在日の肝がんは極めて高率で，この要因として高い HBs
抗原陽性率に加え，飲酒による影響を考えた。肺がんは在日が最も高く，日本人と韓国人は差がなかっ
た。喫煙率は韓国人が在日よりやや高率であったが，後者の喫煙開始年齢が若いこと，重喫煙者が多い
ことが肺がん死亡率を高くしていると考えた。乳がんは在日と韓国人では差がなく，両者は日本人より
低率であった。在日の初産時年齢が若いことが一因として考えられた。子宮がんは本国に比し，在日の
減少が著明であった。
以上の諸成績より，在日のがん発生パターンは，韓国でのそれと異なっていることを認め，その要因
として，移住に伴う生活環境の変化が大きな役割を果たしていると推定した。
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論文の審査結果の要旨
移民のがん疫学調査は，がんの要因解明の一助となりうる。
本研究は在日韓国・朝鮮人のがんパターンを本国および日本人のそれと比較し，さらにライフスタイ
ルの調査を日本と韓国で実施したものである。
この結果，在日韓国・朝鮮人のがんは本国に比べ食道(男)，大腸(男女)，肝(男女)，肺(男)でリ
スクの上昇がみられ，胃(男女)，子宮(女)で減少をみとめた。これらのがんパターンの変化は喫煙，
飲酒，食生活，妊娠等，移住に伴うライフスタイルの変化と関連していることをみとめた。
本研究は日本における本格的な移民がんの疫学研究としてはじめてのものであり，がん発生パターン
と環境要因との関連を強く示唆するもので，学位に価するものと思われる。
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